
                          

会 議 報 告 書 

 

 先に開催しました令和４年度第２回当別町社会教育委員会の内容について、下記のとお

り報告いたします。 

 

 

１ 開催日時 令和５年３月１７日（金）１５：３０～１６：３０  

２ 開催場所 当別町役場第二庁舎２階会議室 

３ 出 席 者  浜上委員長、大浦副委員長、曽川委員、伊藤委員、吉野委員 

       須藤委員、川合委員  （欠席）近藤委員、藤原委員 

４ 会議内容 

１ 開会   進行：石川社会教育課長 

 

２ 委員長挨拶：浜上委員長 

  

３ 教育長挨拶：三澤教育長挨拶 

 

４ 議事 議長：浜上委員長 

報告第１号 令和４年度当別町社会教育事業報告について 

    説明：下村係長 

    ・資料に基づき説明  

    重点評価事業１「当別町小中高生 TOWN ミーティング」 

・大浦委員～子ども達にとって良い経験になった。SDGs については、これまで

も各自が考える機会もあってテーマとしても良かったと思う。事後

に学校内で全生徒に還元できるようなことができれば良かった。 

 

    ・吉野委員、須藤委員 

～もっと多くの子ども達に参加を呼びかけることができれば。 

 

    ・川合委員～子ども達の SDGs の知識に感心した。日常生活に活かすことができ

ればと思った。 

 

    重点評価事業２「高齢者学園 ことぶき大学」 

    ・伊藤委員～色紙にアート、和のフィットネスとは。 

     ・事務局～色紙に各自デザインを描く創作と、和に触れながらリラックスしなが

ら踊る体験である。 

 

     重点評価事業３「当別町文化祭」 

     ・曽川委員～久しぶりの通常開催で、何年も溜めていた想いが表現されていた。 

           コロナ禍により加盟団体からの出演が少なくなってきたが、加盟団

体以外からの参加が多くあって、盛り上げていただいた。 

      



     重点評価事業４「当別町歴史学習講座」 

     ・浜上委員長～自主的な学習につながり、有効な事業になっている。 

 

    その他の事業 

    ・大浦副委員長～とうべつ学園図書館地域開放はできないのか。 

    ・事務局～検討はしてきたが、地域の方が入ってきた場合にセキュリティの面で

の課題や、職員の配置が難しいなどの課題があって難しい状況である。 

 

    ・大浦副委員長～学校図書館支援活動は、支援する時間は決まっているのか。 

    ・事務局～時間としては 1 週間勤務のうち半日、曜日を決めて図書館職員が各学

校の支援に出向いている。 

 

    ・大浦副委員長～部活動の地域移行について、令和４年度の取組みは。 

    ・事務局～さっぽろ連携中枢都市圏主催で地域部活動検証事業の希望調査があり、

各学校に照会した結果、とうべつ学園陸上部から手上げがあり、検証

事業を行った。 

 

    ・大浦副委員長～地域移行に向けての検討状況は。 

    ・事務局～保護者の費用負担や指導者確保に課題がある。国では令和 5 年度から

令和 7 年度の間で地域移行を進めるといった方針があったが、期間が

撤廃されて、地域の実情に応じて進めるといった方針に変更された。 

 

    ・大浦副委員長～令和５年度の地域移行の取組みは。 

    ・事務局～まずは情報収集になる。部活動の拠点校方式に伴う生徒の移動支援は

予算化しており、部活動の維持に向けて学校教育と社会教育が連携し

て取り組む。 

 

    ・吉野委員～地区子ども会の活動や、ジュニアリーダー活動は、コロナ禍により

３年間活動できなかったところが多い。子ども会と違った形でも子ど

もが集まる方策を考えていきたい。 

 

    ・伊藤委員～子ども達がラジオ体操をする機会が減っていることが寂しいと感じ

る。社会人になってもラジオ体操をする機会もあるので、子どものう

ちからやる機会があればと思う。 

 

    ・浜上委員長～ラジオ体操が良いコミュニケーションツールになることがある。 

 

     

    報告第２号 令和４年度当別町図書館運営状況について 

    説明：下村係長 

    ・資料に基づき説明  

           

 



    協議第１号 令和５年度当別町社会教育推進計画（案）について 

    説明：下村係長 

・資料に基づき説明 

    ・大浦副委員長～とうべつ学園水泳プールの名称について、町民誰でも使えるの

であれば、適していないのでは。 

     ・事務局～一般の方も利用できるが、設置趣旨としては、学校の児童生徒のため

の施設になるためこの名称となっている。あくまで条例上の名称になる。 

   

    ・浜上委員長～重点評価事業は決めないのか。 

     ・事務局～本日、計画案を承認いただいたならば、その後、教委で検討し、次年

度第１回社会教育委員会時に提示する予定である。 

 

 

    協議第２号 当別町図書館の移転について 

    説明：下村係長 

・資料に基づき説明 

    ・浜上副委員長～社会教育委員会の他には、町民からの意見をいただく機会はあ

るのか。 

    ・事務局～町民ワークショップ、社会教育事業参加者からの意見徴収、図書館利

用者からのアンケートなど、様々な形で意見徴収できるよう考えてい

る。 

 

５ その他 事務局～社会教育委員向けの機関紙を配布する。ご高覧願いたい。 

          令和５年度石狩管内社会教育委員研修会が、当別町で開催され

る。主管地としてぜひ委員の皆様の参加をお願いしたい。１１

月２２日（水）西当別コミセンで予定している。 

 

６ 閉会  

 

 

 


